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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月25日(2014.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　摘み２が回転可能となると、サム軸５０も回転可能となるので、そのまま時計方向に約
９０°回すと扉錠は解錠される。なお、図１９，図２０は、前記の回転伝達機構５により
摘み２が回転可能となった状態から、サム軸５０を時計方向に約１５°回転した状態、す
なわち解錠操作の初期の状態を示す。
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